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症例報告

介護老人保健施設入所者に対し
経口維持の取り組みとして口腔体操を行った１例

介護老人保健施設きたはら、栄養科；管理栄養士

さ とう ゆ り

佐藤 有梨

背景：平成２７年度介護報酬改定において、施設入所者
の「口から食べる楽しみ」を維持する観点から、
多職種共同による経口維持の支援を行う事が重
要視された。本報告では実際に経口維持の取り
組みとして口腔体操を行った１例を紹介する。

症例内容：既往として糖尿病、高血圧症はあるものの
在宅時には家族と同じものを食べられていた９３
歳女性を対象とした。施設入所時は全粥軟菜食
をむせずに食べられていたが徐々にむせを生じ
る様になり、平成２７年１１月に汁物にトロミ剤使
用となる。入所者家族よりムセに関する不安を
聞き、多職種による経口維持の介入を試みる事
となる。

結論：経口維持の取り組みを始めた事により、入所者
の状態が改善に向かった事、それを多職種間で
共有することが出来た事、また、計画書の説明
で月に１回、入所者家族と顔を合わせる機会が
でき、今まで以上に親密な関係を築ける環境と
なった事が良い点であった。本取り組みを行っ
ていくためには、多職種共同で互いに知識を出
し合っていく事が重要であると考えられる。今
後、経験を積んでいく上で摂食嚥下の知識を深
め、自身の立場からも多職種へ提案していきた
い。

キーワード：経口維持、嚥下機能、口腔体操、パタカ
ラ体操、多職種共同介入、ミールラウンド

背 景

平成２７年度介護報酬改定に伴い、当施設では平成２８
年度より経口維持加算の取り組みを行う事となった。
当施設では改定水飲みテスト及び厚生労働省が雛型と
して提示している計画書の２２のチェック項目を用いて
利用者の摂食嚥下問題を把握している。その結果をも
とにミールラウンドを施行、同日にカンファレンスを
開き、利用者にあった食事形態、姿勢、介助方法等を
話し合い、計画書を立てている。（１）（表１）
本症例では実際に経口維持の取り組みを行った１例

を報告する。

症 例 内 容

９３歳、糖尿病、高血圧症の既往がある女性を対象と

した。糖尿病薬は内服していない。在宅（９１歳当時）
では、食事はゆっくりではあるものの家族と同じ食事
を自力で食べられる状態であった。平成２６年本施設へ
入所され、医師より全粥軟菜食、副食一口大の指示が
出た。上下共に義歯不良なく、ゆっくりだが全量自力
摂取出来ており、嚥下にも問題見られず経過してい
た。しかし、徐々に食事時間の遅延、食事中のムセが
顕著となり、平成２７年１０月より汁トロミに変更となっ
た。
平成２８年３月に医師、看護師、管理栄養士立会いの
下、改定水飲みテストにて嚥下機能の評価を行った。
結果は、「嚥下あり。むせるか、湿性嗄声あり」に該
当したため、嚥下に問題ありとして経口維持の取り組
みを始めた。
１回目介入時、経口維持計画書チェックリストの「⑤
食べ始められない、食べ始めても頻繁に食事を中断し
てしまう、食事に集中できない」「⑫固いものを避け、
軟らかいものばかり食べる」「⑯食物をなかなか飲み
込まず、嚥下に時間がかかる」「⑲頻繁にむせたり、
せきこんだりする」の４項目に当てはまった。全粥の
離水にむせているとの情報より、全粥にトロミ剤を使
用しむせを予防、本人の嚥下機能の維持、向上のため
に口腔体操の一環であるパタカラ体操の実施する事と
なる。（２）
２回目介入時、義歯調整の期間、副食きざみに変更
した。カンファレンス実施時は調整終了していたため
一口大の食形態に戻す事を提案したが、きざみ食変更
後、食事にかかる時間やむせの頻度が減ったため現在
の食形態が適しているとの意見があった為、副食はき
ざみのまま維持、嚥下機能維持、向上のためのパタカ
ラ体操は継続となる。
３回目介入時、むせの頻度が少なくなったため「頻
繁にむせたり、せきこんだりする」のチェックを外し
た。食事は全量自力摂取できており、大きな変化は見
られなかった。
４回目介入時、家族が１cm程の厚みのきゅうりの
浅漬けを差し入れしている場面を発見した。入所者は
目を輝かせて、むせずに上手に食べられていた。この
事より、咀嚼機能は問題見られないため、食を楽しむ
観点より、連日昼のみ副食一口大提供を行う事とな
る。
５回目介入時、チェックは「⑤食べ始められない、
食べ始めても頻繁に食事を中断してしまう、食事に集
中できない」のみとなる。しかし、昼の副食一口大提
供時、煮物や和え物の汁にむせているとの情報があっ
た。対策として、⑤に関しては、声掛けを行うが、体
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重維持できている状態のため無理には食べさせない、
むせに関しては、煮物、和え物の汁を別皿に捨てるか、
トロミ剤を用いて対応する事が新たに決まった。
６回目介入時、むせ少なく、自力で安全に召し上が

られていることから、医師より経口維持の取り組み終
了の指示があった。現在、対策として実行している事
はフロアーにて今後も継続してもらう事となる。

考 察

本症例では、パタカラ体操により嚥下機能の改善が
行われた様に感じるが、本来であれば効果が出るのに
数か月の実施期間が必要のはずである。入所者が日中
ほぼ発語が無かった為、少しの期間でも効果が出たの
ではないかと推測する。しかし、本取り組みを行った
事で、入所者家族より「口の体操を行うと教えてもらっ
たあたりから、むせが少なくなりましたね。」と声を
かけていただくなど、効果を実感していただく場面も
あり、本症例に関しては良い成功例にであったと考え
る。
経口維持の取り組みを始めた事により、入所者の状

態が改善に向かったのはもちろんだが、それを多職種
間で共有する事が出来た事、また、計画書の説明で月
に１回、入所者家族と顔を合わせる機会ができ、今ま
で以上に親密な関係を築ける環境となった事が良い点
であったと考える。特に本取り組みを行った事で、ミー
ルラウンド以外でも昼食時に利用者の状態を見に行く
など、以前に比べ多職種に食事への関心を持ってもら
えるようになったと感じる。当施設には言語聴覚士な
ど在籍しないため摂食嚥下の専門知識をもつ者がいな
い。その中で本取り組みを行っていくためには、多職
種共同で互いに知識を出し合っていく事が重要である
と考えられる。経口維持の取り組みは、向き不向きの
対策はあれど正解不正解は決まっていない。今後、経
験を積んでいく上で摂食嚥下の知識を深め、自身の立
場からも多職種へ提案していきたい。
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Case report

An elderly case with an improvement of her oral feeding
function by an exercise of swallowing

Nursing home Kitahara, Department of nutrition ; Regis-
tered dietitian
Yuri Sato

Background : “The pleasure to eat from a mouth”was
emphasized by a revised reward for the nursing
care in２０１５. We experienced a case, whose oral
feeding function was improved by an exercise of
swallowing with the intervention by a compound
professional occupation.

Case report : A ９３-year-old elderly female patient with
diabetes mellitus and hypertension showed miss-
wallowing after admission, which required a thick-
ening procedure of meals. After the informed con-
sent to her family, we performed the intervention
of our compound professional occupation and an
exercise of swallowing.

Conclusions : Our swallowing trials by a compound pro-
fessional occupation improved their swallowing
conditions. Monthly communication with their
families brought a close relationship. It was impor-
tant to accumulate and share our experiences
among a compound professional occupation about
a function of swallowing in the elderly patients.

Key words : nursing home, maintenance of oral feeding,
function of swallowing, exercise of swallowing,
Pa-Ta-Ka-Ra exercise, intervention by a compound
professional occupation, meal round
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（２０１６／１２／２３受付）

表１．経口維持計画

文献１を元に、食事形態の項目を追加し、はい、いいえのチェック欄を左側に持ってくなど、カンファ
レンス内で使いやすい様に変更した。
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